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登録内装仕上工事基幹技能者制度発足後、初めての更新 
 

講習は通信講座、２６年度３３４名 

日装連、全室協、ジェイシフの３団体で運営する、登録内装仕上工事基幹技能者推進協議会は昨年１２月２５日、国土 

交通省へ登録基幹技能者の更新事務に関する書類を提出し、審査の結果、更新事務が認可された。 

 

登録内装仕上工事基幹技能者制度は、平成１６年度から始まった各団体の基幹技能者制度を国土交通省が整理・強化 

して、経新審の点数を２点から３点に変更する等の新たな施策を加えて、平成２０年１２月２５日から登録と言う文字を 

頭に加えて始まったものである。 

今年、平成２６年で５年が経過し、今回初めての更新時期を迎えることとなった。 

日装連で一番早く登諺内装仕上工事基幹技能者資格を取得したのは、平成２１年３月で８名だったが、基本的には更新 

のための一日講習会の形式は取らず、通信講座での講習とし、通信講座の問題を２０問、合格ラインは６０％以上、更新 

費用は３,０００円ということで認可を得た。 

 

平成２１年度中の更新予定者は、以下の通りである。 

３月:８名、５月:２名、６月:５５名、７月:１２９名、８月:５９名、９月:８１名-３８組合、合計３３４名。 

 

日装連は、関係組合への更新事務の連絡は２月初旬に行った。最初の登録基幹技能者への通信講座問題の送付等は、 

２月２０日過ぎの予定。その後の、５月以降に更新時期を迎える人には、その都度、関係組合にメンバーを連絡して更新 

の意志を確認し、順次更新作業を行ってゆく予定。 

 

 

日装連新聞（第４４１号）より引用 


